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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
障
害
者
虐
待
防
止
、
差
別
禁
止
の
た
め
の
関
連
法
制
の
改
正
と
医
療
的
ケ
ア
児
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
障
害
者
虐
待
防
止
、
差
別
禁
止
の
た
め
の
関
連
法
制
の
改
正
と
医
療
的
ケ
ア
児
の
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
全
国
の
施
設
運
営
の
実
態
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
は
、
毎
年
度
、
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
に
お
け
る
障
害
者
虐
待
事
例
へ
の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
全
国
的
な

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
当
該
調
査
に
お
い
て
、
障
害
者
虐
待
（
不
適
切
な
身
体
拘
束
等
を

原
因
と
す
る
身
体
的
虐
待
等
を
含
む
。
）
の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
件
数
、
障
害
者
虐
待
の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
施
設
等
に
お

け
る
障
害
者
虐
待
の
発
生
要
因
、
障
害
者
虐
待
の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
施
設
等
に
お
け
る
障
害
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
修

の
実
施
や
虐
待
防
止
委
員
会
の
設
置
等
の
障
害
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
取
組
の
実
施
状
況
等
を
把
握
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
（
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
障
害
者
福
祉
施
設
従
事

者
等
を
い
う
。
）
に
よ
る
障
害
者
虐
待
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
七
項
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省



 

２ 

 

が
作
成
し
た
「
市
町
村
・
都
道
府
県
に
お
け
る
障
害
者
虐
待
の
防
止
と
対
応
の
手
引
き
」
に
お
い
て
、
そ
の
具
体
例
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
第
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
は
、
「
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
は
、
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
な
い
。
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
障
害

者
虐
待
防
止
法
第
十
九
条
に
お
い
て
は
、
「
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
・
・
・
当
該
通
報
又
は
届
出
に
係
る
障
害

者
に
対
す
る
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
防
止
・
・
・
を
図
る
た
め
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
四
十
五
号
）
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
そ
の
他
関
係
法
律
の
規

定
に
よ
る
権
限
を
適
切
に
行
使
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
通
報
者
の
保
護
や
監
査
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
に
お
い
て
は
、
精
神
科
病
院
や
学
校
の
従
事
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
通
報
や
通
報
し
た
者

の
保
護
等
に
係
る
規
定
は
な
い
が
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
附
則
第
二
条
に
お
い
て
、
学
校
や
医
療
機
関
等
（
以
下
「
関
係
機

関
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
等
の
体
制
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
「
障
害
者
虐
待
事
案
の
未
然
防

止
の
た
め
の
調
査
研
究
」
を
実
施
し
た
上
で
、
平
成
三
十
年
十
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会



 

３ 

 

に
お
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
さ
れ
る
関
係
機
関
に
お
い
て
障
害
者
へ
の
虐
待
の
み
が

通
報
対
象
と
な
る
不
整
合
が
生
ず
る
等
の
理
由
か
ら
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
一
条
に
規
定
さ
れ
る

学
校
の
長
及
び
医
療
機
関
の
管
理
者
に
お
け
る
障
害
及
び
障
害
者
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
の
実
施
等
の
措
置

の
実
効
性
の
確
保
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
省
に
お
い
て
は
、
現
在
、
当
該
措
置
の
実
効
性
の
確

保
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
観
点
か
ら
の
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
改
正
が
必
要
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
三
条
第
二
号
の
「
可
能
な
限
り
」
と
い
う
文
言
は
、

障
害
が
重
度
で
あ
っ
て
必
要
な
設
備
の
整
っ
た
施
設
で
適
切
な
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
等
が
必
ず
し
も

そ
の
身
近
な
場
所
で
は
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

同
号
は
、
障
害
者
が
地
域
社
会
に
お
い
て
他
の
人
々
と
共
生
す
る
自
由
を
妨
げ
ら
れ
な
い
旨
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
「
障
害
者
基
本
計
画
」
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
、
「
障
害
者
の
地
域
移
行
を
一
層
推
進
し
、
障
害
者
が
必
要
な
と
き
に
必
要
な
場
所
で
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
適
切
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な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
組
を
進
め
る
」
こ
と
を
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
障
害
者
施
設
の
建
設
に
反
対
す
る
周
辺
住
民
と
の
紛
争
解
決
」
に
つ
い
て
は

、
そ
の
よ
う
な
紛
争
は
障
害
者
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
政

府
と
し
て
は
、
紛
争
の
防
止
等
及
び
障
害
者
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
た
め
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
十
五
条
に
規
定
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
啓
発
活
動

等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
七
条
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
各
学
校
に
お
い
て
、
各
学
校
の

設
置
者
の
判
断
に
よ
り
、
喀
痰

か
く
た
ん

吸
引
等
を
行
う
介
護
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
報
酬
に
つ
い
て
は
各
学

校
の
設
置
者
に
お
い
て
判
断
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
地
域
の
学
校
へ
通
学
す
る
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
「
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
補
助
金
及
び
特
別
支
援
教
育

就
学
奨
励
費
補
助
金
交
付
要
綱
」
（
昭
和
六
十
二
年
五
月
一
日
文
部
大
臣
裁
定
）
に
基
づ
く
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
補
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助
金
に
お
い
て
、
市
町
村
が
障
害
の
状
態
・
特
性
等
、
通
学
の
安
全
性
等
の
実
情
を
考
慮
し
た
上
で
必
要
で
あ
る
と
判
断
す

る
場
合
に
は
、
小
学
校
等
へ
の
通
学
に
要
す
る
交
通
費
と
し
て
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
料
を
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
合
計
で
週
四
十
時
間
に
満
た
な
い
非
常
勤
に
も
適
切
な
報
酬
を
認
め
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
及
び
基
準
該
当
通
所
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関

す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
二
号
）
に
基
づ
く
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
看
護
職
員
加

配
加
算
に
つ
い
て
は
、
常
勤
換
算
で
看
護
職
員
を
一
名
以
上
配
置
し
て
い
る
場
合
に
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
週
四
十
時
間
に
満
た
な
い
複
数
の
非
常
勤
の
従
業
員
の
勤
務
時
間
を
合
算
し
て
週
四
十
時
間
以
上
と
な
る
場
合
に
つ

い
て
も
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
該
勤
務
時
間
を
合
算
し
た
上
で
な
お
週
四
十
時
間
に
満
た
な
い
場
合
に
つ
い
て
当

該
加
算
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
考
え
て
い
な
い
。 


